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1943年鳥取地震の学校被害地点における常時微動による地盤構造推定と地震動評価
Estimation of Subsurface Structure from Microtremor and Strong Ground Motion Evalu-
ation of the 1943 Tottori Earthquake
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1943年 9月 10日，鳥取市東部を震源に鳥取地震が発生し，鳥取市街地を中心に甚大な被害を出した．地震発生から
70年が経過したが，被害状況を記す資料はほとんど残っておらず当時の被害状況は十分に把握できていない．しかし，
学校建物被害に関する資料や鳥取市街地の被害写真など，わずかに残った資料から被害が明確にされている場所も存在
する．本研究では，残存資料から把握された建物被害地点を対象に微動 3成分単点観測と微動アレイ観測を実施し，詳
細な地下構造の推定と推定モデルを用いた地震動評価により被害の原因について検討した．3成分単点観測記録を用いた
水平動と上下動のスペクトル比 (H/V) により対象地点の卓越周期を推定したところ，地盤の卓越周期と建物の固有周期
が一致する地点は少なく，H/V だけでは十分に説明できなかった．微動アレイ観測記録を用いたフォワード解析により
S波速度 700m/sまでの地下構造モデルを得ることができ，鳥取市街地では S波速度 100˜200m/s程度の層が 30m程度堆
積していることがわかった．地震動評価では統計的グリーン関数法を用いて工学基盤波形を推定し，等価線形応答解析
により地表面地震動の推定を行った．周期 1.0秒程度の応答値が大きい地点で被害が大きい傾向があることがわかった．

キーワード: 微動観測,鳥取地震, S波速度構造, H/V
Keywords: Microtremor observation, Tottori Earthquake, S-wave velocity structure, H/V

1/1


